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施設調査（医療機関）の結果⑪
＜病院におけるフォーミュラリーの状況＞ （報告書p108,109）

病院に対して、いわゆる「フォーミュラリー」を定めているか否かを尋ねたところ、「定めている」が8.2％、「今は
定めていないが、予定がある」が10.1％、「定めていない」が78.4％であった。病床規模別にみると、500床以上で
「定めている」と「今は定めていないが、予定がある」の合計が最も高かった。

薬剤の種類別にみると、「定めている」と「定める予定」の合計は、プロトンポンプ阻害薬（PPI）経口薬が71.5％
と最も多く、プロトンポンプ阻害薬（PPI）注射薬の39.3%と比べて約32ポイント高かった。

図表 140 病院におけるフォーミュラリーの作成状況 (病床規模別,単数回答） 図表 141 病院におけるフォーミュラリーの作成状況（単数回答；n=56）
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※本調査ではフォーミュラリーを「有効性や安全性、費用対効果などを踏まえて作成された採用医薬品リスト等」とした。


